
地域コミュニティワークショップ　意見一覧（吐山地区、第２回）

地域・学校中心のノビノビ育つ子

育て環境を守れるか問題

地域の人が子どもを見守って育て

やすいが若者定住問題

観光客の受入PR／体制が不十

分問題

小学校区としてのまとまりはある

が、元気な高齢者の参加できる

教室が少ない問題

通学路の自転車道問題
いい雰囲気・仲間がいるが車が無い

とすべての生活ができない問題
公共施設の跡地問題

年中行事でつながるが、若者が

出ていき人口が減っている問題

心づかい・深いつきあいがあるが

交通不便問題

吐山地区のPRが充分できていな

い問題

行

政

が

取

り

組

む

こ

と

・学生や太鼓踊りなど仮に小学校

が統合再編になっても吐山小学

校で実施する（小学校の活用）

・通学路の整備（国道）が10年

前から進んでいない

・園芸・太鼓など吐山色の出せる

ものがやはり吐山でやるべき

・学校のホームページを充実させる

・先生の雑用の時間を減らし、子ど

もと向き合う時間を増やす

・デマンドバスを設置する

・お祭りの補助金を設置して欲しい

・企業が無い中で協賛金は難しい

・新しくよそから住む人を呼び込む

方策

・宿泊施設を増やして吐山にも、

大勢来てもらえるようにする

・スズランをもっとPRしてはどうか

・公園が無い

・公立病院を設置する

・道の駅の活性化。観光に特化し

すぎているのではないか

・奈良県の野外活動センターを活

用するアピール不足

・空き家に人は誘致してくれるが、

地域との交流など後のフォローがな

い

・学校のホームページの充実

・草刈りが不十分

・地元の保存会などの活動をサ

ポートする

・文化財に対する市の認識を高め

る

・補助金アップ

　ー年々カットされている

・一律カットを辞める

・交通費の補助

・融雪剤をまきに来て欲しい

・都祁地域ではなく、吐山の紹介

ページを市のHPにつくる

・県と市のタイアップ

・講師の紹介

・講師料の負担

・小学校利用（運動場／体育

館）の事務処理の軽減

・地区の境界の道路が手付かず

　→草刈りをする

・街路灯を増やして欲しい

・福祉車両運行事業

　ー障がいの有る方

　ー介護認定

・商用の枠を広げる

　ー地域から要望を出す

・オンデマンドバス

　ー時間指定できる

・過疎地有償運送の事業立ち上げか

ら

無 ・コミュニティバスの本数が少ない

・企業誘致

・病院が無い

・病院を誘致する

・店の誘致

・村の時代は雪が降るとすぐ融雪

剤をまいてくれた

・市になってから雪が降った時の対

応が遅い

・通勤時間帯に融雪剤をまく（国

道など）

・早く融雪剤をまくように指導する

・通学のバス代が安くなると良い

・バス代の助成

無

地
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取
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こ
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・仮に小学校が統合再編になって

も体育館がきれいなので活用でき

るように方法を考える。運動場も

・地域のホームページを作る

・土日祝日も地域で子ども見守る

ことのできる環境整備が必要

・奈良県内に働く場所が無い！企

業誘致

・イロイロな店舗を誘致する

・地域のホームページを作る

・野菜、米の取り寄せ

・水源地があるらしいが、それを活

用できないか

・話し合う機会を増やす

・観光トイレ

　ー行政：設置

　ー地域：管理

・保育園跡地の活用を考える

・観光ガイドの作成

・吐山のパンフレット・HP作成

・地元の市の職員が地域と行政を

つなぐ

・前例が無いってどうなの？

・保健センター

・スポーツ協会

に呼びかけてもらう

・通学路を確保するために、行政と

協議する

・買い物できるところ

　ー地域のスーパーの誘致

・NPOなどを立ち上げ買い物バス運行

　ーでもしんどいかも・・・

・跡地にしないために行政と話し合

う

・跡地を誰がどう管理するのかを決

めないといけない

・外注で頼むことを地域に頼めばい

い

・地域の人には地域に詳しいので、

もっと活かしてほしい

・活きたお金の使い方

→外注してもいいが、地域の人に

仕事を作る

・働く企業・工場が少ない

・企業誘致により働く場所を確保

する

・雇用の場が増える（人口減少

歯止め）

・託児所の設置

・バスの利用者が少ない 無

市

民

・
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で
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組
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・子ども達も一緒に考えることが必

要。特に中学生

・見守り、子どもへの声かけを続け

て行う

・子ども達が遊びたい所は危険箇

所として遊べない

・安全管理を毎月2日、17日に

行っている

・子ども達も一緒に考えることが必

要。特に中学生

・見守り、子どもへの声かけを続け

て行う

・観光客へのおもてなし

・敬老会が都祁で唯一続いている

・保存会の会費を地域の全戸で

出している

・絆が強い

・観光客へのおもてなし

・コミュニティ広場のホームページ・

Facebookページを作る

・休日の産直市場をしている

・組織を立ち上げて、今ある活動

（指導者）を集約

・福祉推進委員から保健センター

などへプログラムを打診する

・会場が違うと車で行かないといけ

ない

・家族などが送り迎え→福祉委員

・みんなが興味を持つ絵画教室

・酒を飲む会（男性向け）

＜すでにやっていること＞

・いきいきサロン

・四ツ葉会

・高齢者の集い

・カラオケ

・ゲートグランドゴルフ

・大正琴

・草刈りをする ・店で一定のお金を払ったら、送迎し

てもらえる

・行政・企業に要望を出す

・人が増えればいいけれども

・保育園跡地の見守りを行ってい

る

・地域は無償でやれることをやって

いる

無

（長期ビジョン）心づかい・深いつきあいを大切に暮らせる吐山を保っていく。そのために、行政も地域も一丸となって、支

援できる在り方が必要。日常の集まる場を通じ、中期の取組みで地域がつながり、自主的な取組みが増え、こういった大

きな課題にも取り組めて行くと考える。 

(中期ビジョン)跡地活用や買い物、交通など大きな課題は、地域と行政の連携を熟成させ、地域の声としても伝える仕組みづくりを目指す。【継続性】 

(短期ビジョン)日常の困りごとをキッカケに地域のコミュニケーションを増やし、太鼓踊りなどを通してできた子ども達とのつ

ながりも活かし、まちづくりについて話し合う機会をもってみる 

(短中期ビジョン)集まる場を通じ、行政とも対話し、地域に事業をつくる場を生む 

(短中期ビジョン)伝統芸能・地域の事業（草刈りなど）を、多世代な地域住民が集える場にし、交流のキッカケにする。【深いつ

ながりの伝承】 

(短期ビジョン)まちづくりの情報を子ども達と発信する 

ホームページやガイドブックも協働で作成する 


